
651．53：561：581．081．3

花粉分析研究におけるホールソートシステムの応用

一石炭の花粉学的研究　第5報一

徳　禾　．重　元榮

TILe　ApPhc琳ion　of　tke耳ole　Sort　System　for　Pqllen　Analysis

By

Shigemoto　Tokunaga

Abs亡ract

　　　Recently　thehole　sort　system　is　being、employed　for　the　efficient　prosecution　of　l

affairs　in　many　companies　of　Japan．　The　system　has　advantage　that　the　necessary　matter

for　the　researchers　is　selected　by　card　as　their　desires，

　　　The　author　thought垂hat　the　system・is　also　efficient　for　the　identif三cation　of　fossil

pollen　a丸d　spore，and　designed　a　hole　sort　card　which　is　two　hole　system　represented　in

Fig．1．　The　card　furrows　the　morphological　clαssific＆tions　of　Ikuse（1956），and　Thomson

＆Pflug（1953）．

　　　The　upper　sidβof　the　card　deals　with　size　and　surface　pattem　of　grain，numbers　of

pore　and　furrow　and　thickness　of　exine．

　　　The・right　side　gives4uthor　name，published　year・of　the　literature　cited　and　botanical

name　of　specimen．

　　　The　lower　side　deals　with　kind　of　rock　facies　of　sa甲ple，geological　age　of　formation

and　locaHty　name　of　sample．

　　　The　left　side　deals　with　depth　of　core　sample，kind　of　fossil　pollen　and　spgre　and

name　of　country　in　which＄amples　are　collected，

、 』1』緒　　言

　地層中から産出した化石の研究のうち，とくにその種

類の鑑定結果を地層の時代判定や堆潭環境の解明に応用

することは，こんにちでは普通に行われていることであ

・る。しかしそれらの化石または化石群が特殊なものであ

ったり，研究対象が微少な化石であるときは，それらが

』産出した場所で直ちに鑑定を行うことのできない場合が

ある。また化石の鑑定ということが，こんに，ち普及され

ているようでいて，案外決定的な判定を専門家の手にゆ

・だねる場合も多い。ことに最近油田・炭田における燃料

資源の開発のために微化石が利用されるようになつてき

でいるが，その結果をすみやかに出し，開発実施者の要望

　＊燃料部

に応ずることがますます必要となってきている註1） 。

　このように研究成果の迅速な集積を行うには，研究従

事者の数の増加と処理方法の機械化および研究システム

の合理化などが考えられるが，筆者の場合はシステムの

合理化の一手段として，　このホールソートシステム註2）

を利用することを考えたのである。

　この方法はすでに事務能率の向上のために数会社にお

いて人事・管理・調査の各方面において急速に利用きれ

つつあるが，要するに調査および研究の対象をカードに

註1）最近における試錐技術の進歩につれ微化石研究

　　成果を早く発表する必要性が生じてきている。数
　　千mの試錐工事も数寿月で完了するこんにちで
　　は・up－to－da¢の結果が得られなければ役立たな

　　い。
　註2）多孔式痢一ドによつて目的事項を選出する方法
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作り，その対象笏がもっている諸要素をその力島ドの四

周に配列し，どんな要求にも応じて求めるものを選び出

せるという方法である。

　筆者はこのカ6ドを化石の鑑定に応用すれば従来の化

石研究専門家はもちろん，鑑定の未熟練者でもある程度

利用でき，研究結果のすみやかな集積も可能であるζ考

えている。

　とくにPolloen（花粉）やSpore（胞子）のほかDia・

tom（珪藻）なゼの微植物化石やRadioralia（放散虫），

Foraminifera（有孔虫）．，Os‡racoda，（lonodont註3）な

・どの微動物化石の鑑定にこのカードを使用すれば効果が

あろう。

　花粉分析における技術上の難点の1っに化石の鑑定と

いうことがあるが，属単位の形態の区別のためには500

倍，・種単位陽区別には1，000～1，500倍の培率を眉いな

ければならなし｝。その際第1図に示したよう鷺化石の種

・力榊ド（Species　card）によつて検索すれば・鑑定をが

なり合理的に行うことができる。

　この種の2孔式パンチカード、（Two　hole　system　pu－

nch　card）辞4）はまだいずれの国においても作られて

いないが，なお表現方法や項目などに工夫すべき点もあ

軌研究作業の進行とともに改めてゆく予定である。

　このカ』ドを考案するにあたつては，鉱床部非金属課

堀内恵彦と外国文献社山本岩蔵氏らの協力に負うところ

が多い。

2．ホナルソートシステムの意義

　ホールソートシステム（Hole　sqrt　system）とはハン

ドソートパンチカードを用いて多数のカードを自分の要

望する項目に従つて仕分けし，目的のものを選出する方F．

法であ為・IBMやRRΦ方式は磯械によつてカードを

選出するが，このハンドソートパシチカードはソーター

（Sorter）註5）にょってカードを仕分けする。

　第1図に示したのは花粉化石鑑定用14作ったもので，

カーrドの四周にあけてある2列の孔は，その各欄の下方

に書いてある要素のうちの諸性質を表現しているく孔の

意味については後述する）。1

　このカードをSpeciescardと考え，そのspeciesが

示す形態上の特徴1こ該当する欄の孔に鋏を入れ，縁との

註3）アメリカ甲古生代炭田1に多ぐ産する魚歯状の骨

　片で，層序区分に利用できることが明らカ≧となつ

　．ている。

註4）．1孔配列の簡単なものは・Faegri，Iversen，

　Kre；npらによづて作られて“る。文献2！5）参照。

註5）細い金属製め棒。

・聞を切り取っておけば，多数のカードからその形態上の

特徴を示す化石を直ちに選び出すことができる註6）。

　いいかえれば・之φ形式9カードでは多数の夕一ドを

一 目的忙応じて直ちに種寿のグループに仕分けしたり・ラ

多数の一カードのなかから求めに応じた特定カードを選出

　したりできるようになつている。このカードを化石の

Species　cardに応用する場合，・化石鑑定の要素（factor）

　を重要度に従つて引きやすいようにカードの四周に配列

　し，各要素のなかで何種類も区別があるときは，その数

力§弓1けるだけ1孔を作つて、おけばよい註7）。

　　1例をあげてみれば，貝化石の弁鯉類の鑑定には蝶番

歯（hinge　teeth）の区別が重要であるが，歯にはLipo－

　don乏a，Taxodonta，Heterodonta，Dysodonta，Ada－

pedontaなどの区別があり，これら5～6種が引けるよ

　うに孔をとり，カードの中央にそれらに対応する説明を

　書いておけばよい。Taxodontaのものであれば，それ
　に該当する孔をあらか’じめ切っておくが，そゐ位置にソ

　ーターを入れてカード群を持ち上げれば丁欲odontαの

Nuculidae，Arcidaeなどに属するSpedes　cardが落

　ちてくる。

　とのように目的カードを選出する場合のほか，’研究者

が化石を観察している際，属種不詳めものがあつたとす

　ると，形態上の特徴を認めうる限りこのカードで検索す腎

　れば，選出きれた少数カードのなかに近似種がみいだき

れるはずである。、

　このカー』ドをパンチする場合用いられる基本的な方法

　を2，3掲げる（詳細は文献7を参照）。

　1，2，4，7法　この方法は要素表現に用いられる基本

的な表示法である。第1．図の「形状」の欄を例にとれば，

　この欄丙には孔の下に1，2，4，7の数字がある。カ

ード内部の説明の欄をみれば，Po型のものは1に該当す

　るから1を第2図2のように深く切る。1，2，4，7

に該当する場合は深く切り，それ以外の数は浅く切る。

第2図1は“6”註8）図2は“5”を表わしている。

　第2図7は同様の表示を拡張利用し』たもので，採取地

名No．27註9）（宗像炭田）から産した化石を示』し，同図8’1

は試錐コアr中の．1，200mから塵した花粉化石を表示し「

註・6）該当する孔にソーターを琿し，カrド全体を少
　　，レもち上げれ1茜・目鮒リカードは孔が切れて娠る

　　た融全部下に落ちる・、監れ力斗その辮の示す特御を

　　もつ化石種である。一

註7）要素を配列するときは化石鑑定の専門家が作る

　　必要がある。

『註8）・114～133（花粉粒の極間の距離と最大幅の比），，

　　の花粉を表わすろ．．

註9）、20と7の孔を切り27とする。
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第1図　花粉化石ホールソートカード
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第2図歩・一ルソートカードの切り方

てし）る。第2図9、は19U年発表の論文中から引用した1

ことを示す註10）。

　三角標示法．上記の表示法の必要のない場合や対象の

種類が限られている場合などに用いる。第2図の菱形の

なかに文字または数字が2字づ＼（1字の場合もある）

書いてあるが，この菱形の1組づつの対辺の延長上にあ

、たる孔をすべて四ンチする・この場合目的の数字または

文字に近い方の孔を深く，遠い方を浅く切る。第2図4

は“1”を示し，同図3は“7”を示している。・文字の

場合も同様で，第2図5は“K”を示している。

　この標示法は前述したように表示した文字または数字

以外は選出できないので》［第2図5ではAからZまで9

26，第2図6では12の区別のみが可能である。

　これらの2方法を基準とした種々のコーディング（Co－

dig）註11）があるが，第2図8に示したのは・1，2，4，7法，

を拡張したもので，100Qを表示した欄を切らないものを

130001とし，深く切つたものを2000，1000の孔を切っ

たものは1090とする。もし100位または10位が0の場

　註10）説明は次章。

註・1）炉ドの周辺に孔幡骸つ1ナ分類内容に対応

　　　させる作業。

ら

合は000または00の孔をパンチする。この場合は

1，2001n．を示している。

　以上述べたように，カードの汎用性は考案が進むに？

れてますます明らかになってくるであろう。このカードP

は上半部の検索項目を化石の種類によつてかえれば，花

粉・胞子化石以外のも，のにも直ちに転用できるようにな

っている。

3．花粉化右鑑定における応用例

　今回試作した花粉化石鑑定用ホールソートカードは筆

者の研究過程において必要のため考案したのでその内容

にっいて略述する。

　3．1形態分類
　上段左隅から右へ形態分類が鑑定の順序に，従って配

列してある。花粉の化石を観察した場合，幾瀬また、は

Thomson＆IPflugの分類註12）に従がうて引けば，小

分類まで区別できるようになつて～・る。A，B，c，P

は後者の分類を採用したときパンチする。

　次に粒の大きさ，粒の表面模様，、孔の数，溝の数・膜

註12）詳細は各論文にある分類表参照。

　　　文献4）8）参照
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　、

厚などを説明と対照しでパンチす紅ば表現できる註13！。

こ硯上段をすべてパンヂすれば・ほ皮布粉粒の形聾上爾

特徴がすべて表現できる。』

　3．2一引用’資料

　既知の論文から化石の記載を引用して参考とすること

1声古生物学においては普通行われており，研究者自身

の採取した化石が新種であるかどうか検索するとき必ず　1．

行うことである。

　この必要にこたえて右側に著者名と採取または論文発

表年の欄を遼側哩名酵の鞭麹た・
　このSpeciescardがどの論文から作られたかは，著

者名の頭文字を切り，論文名を力削ドの裏面にかいてお
く。［

　第2図9に示したように，論女の発豪年度が1911年

の場合は10位と1位の孔をパンチするこどによつて表

わすことができる註14）。　　　一　・　　　　　1

　論文掲載誌の国名は必要に応じてその配列順序を決め

カードの裏面に書き入れて対照すればよい。『

　3．3一化石の植物学的表示

　花粉や胞子の化石は，古第三紀以後のものでしかも標

本自体の保存がよいものであれば，現生植物との関連姓

は得られるのが普通である。その際の大別は左側の「植

物の種類」の欄をパンチすることによつて区別できる。

　経験上羊歯類・蘇類・苔類の胞子が種子植物の花粉か

は一見してわかるから，この大別にょってカードを分類

できる。

　「植物名」は右側下部のアルファベット三角標示表に

よって頭文字のみを表示でき多。

　3．4、分析試料の種類表示『

　カードに作った標本には，種々の試料から得られたも

のが予想されるので，それに対処できる欄を設けた。

　下段の「試料の種類」は，．分析に供する試料として6

っの場合をあげたが，孔は7項目を表示できる。

　またその岩相については説1明欄に11項目をあげた

が，全部で29項目が表現できる註15）よ・うになつてい

る。「標本の地質時代」にっいては代を大分類，紀を中

　註13「孔の形状」については必要ならば補足する。．

　註14）例えば58の数字を示しているときは1800年代

　　　の1858年に発表された論文であり，0から56ま、
　　　での間の数を示しているときは1900年代を示し

　　　ている。実際上1856年以前の論文を引用する
　　　例はまれであるから，56より少ない数字のとき
　　　は1900年代のものと思つてよい。

　註15）29を表わすときは20の孔と7と2の孔をパン
　　　チする。　7と4の孔をパンチして11を表わすこ

　　　とや121を表わすとき10と7と4の孔をパンチ
　　　することはできない。20と！の孔をパンチする。

（徳永重元）

分類，ド世を小分類とし，各パンチすれば地質時代を表現

〆できる註16）。

　「標本の採取地名」としての表現は，筆者の研究対象

が主としてわが国の炭田であるので，主要なもの10）35

、・を選んで一応表示した。　そのほか44カ所が表示できる

ように孔が取つてあるので，全国におけるすべての炭田

　一含炭地を含めても，、なおあまりがある。1，

　これらの炭田以外において採取した試料にっいては

　「地方名∫の欄で表示し，きらに細かい地名は記事に書

く誹17）。

　試料が試錐コアーから得られたものである場合は「試

錐の深き」の欄を利用して，求める層位の化石を直ちに

選別できるようになつている。

　この孔の配列では10～3，990mの深度くただし10m

間隔）を指示でき，これをcm単位で表わす詳18）なら

ば0．1～39．9m，また単位で表わせば0．01～3．99mま，

での問の試料の層位が表現できる註19）。

　その他X，Y，Zの各孔は，　そのカードに作つた花粉が一

現生標本から得たものか文献から作づたものか，あるい

は化石であるか否かを示している。

4．結　　語

　この形式のホールソートカードは，初めて古生物学に

応用するものであるため，まだ検討を要する点もある。

しかし一見して複雑にみえる表示も，上記の一定あ方針

に従がってソートすれば，容易に分類ができる。

　カード利用の目的を要約すれば大体次のようになる。

　（1）未知の化石の属種名の検索に用いられる。ただし

あらかじめ代表的な化石のカードを揃えておく必要があ

る。

　（2）必要な目的に応じて直ちに化石種のすべてを提示

・することができる。例えばある炭田産化石の提示を求め

られた場合などo

　（3）鑑定未熟練者のためによい指針カードとなる。

　このカードは少数の目的（この場合は花粉・胞子化石

の鑑定）については非常に有効であるが，その対象が際

・註16）花粉，胞子化石は現在のところデボン紀以後の

　　地層にみいだきれている。

註17）どのような場所から採取されるか予測がつかな

　　いのでこの場合は裏面に記述する。

註18）mで表わす場合はMの孔を切り，cmで表わす

　　場合はM孔の下まで切り，mmで表わすときは孔
　　は切らない。

註19）例えば深度27mの層位のコア・一から検出した

　　化石のカードを作るときは，“M”の孔をそのま

　　まにして70と200の孔をパンチすればよい。

5一（359）
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限なく生じてくるような分野に用いてはあま，り効果がな

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　例えば文献カードにこれを応用する場合，、その分類す

べき対象があまりに多く，このカードの子L数では表現で

きないときや，來献が無限に次々と集積きれてゆく場合

は）コーディングとソ夢チィングがむずかしくなる註20）。

しかし筆者は，このカードがある限定された目的のた融

に利用されれば，、研究能率の向上のために著しい効果が〆

あると考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32年4月稿）
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